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　Thls　is　a　r6port　o11φgital　portfolio　assessmellt　ac重ivity　in　English　readillg　and　reciting

practice　at　a　junior　lligh　school　hl　Aichi　prefecture，　」11　E119董ish　learning，　it　is　collsidered　to

be　one　of　the　nlost　hηportant　Purpose　to　hnprove　foulldatioll　of　oral　co韮nlτ塾unicative　abi匪ities．

In　ordeギto｛mprove　tlleir　abilities，　digital　portfolio　assess甲ellt　usillg　video　were　effective

because　it　enables　tlle　studellts　refiecξo且1　thdr　own　perfomlances．

　Usillg　compし星ter　network　system　called　Study】10te，　tlle　students　excha監，ged　tlleir　pOges　wi揃

selfLestimatioll　on　their　vidco　reflections　which　were　recorded　their　readillg　or　reciting

perform耳nces　and　gave　advices　each　otller．　Through　this　sequence　of　stしldy，　the　studellts　were

able重。　reflect　their　Iearnh19　Pro¢ess　alld　learned　to　improve　their　rea（ling　or　reckiぎ1g　ab醤ities．

Furthermore，　they　were　able　to　increase　tlle　quality　ofstudy，

【キーワード】　英語教育　　音読学習　　スタディノート　　ビデオ映像

　　　　　　　　デジタルポートフォリオ評価

1．はじめに

　新しい学習指導要領の完全実施に向けて，教育課程審議会からは評価に関する答申

が随時打ち出されてきた．平成10年7月には，ギ学習の過程を重視し，児童生徒の

良い点や進歩の状況などを積極的に評価」することや，「児童生徒が自らの学習過程

を振り返り，新たな目標や課題を持って学習を進めていけるような評価」の導入が，

12年！2月には，評定の絶対評価の導入が打ち出された．13年4月には指導要録

の改善等についての通知により，指導要録に示す評価・評定の方法の転換が示され，

各学校における評価規準の作成や評価方法の工夫への取り組みが本格化した．そして

平成14年度から新しい学習指導要領が完全実施されている，

　中学校学習指導要領の英語の目標は，「積極的にコミュニケーションを図ろうとす
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る態度の育成」や旧くことや話すことなどの実践的コミュニケーション能力の基礎

を養う」こととされている，この目標に対する到達度を評価するにあたり，授業内に

おける生徒の学習活動を「旧くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の領域に

渡り，4っの観点，すなわち，「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「表現の

能力」「理解の能力」そして「言語や文化についての知識・理解」において，これま

で以上にきめ細やかに評価することが求められることになる．しかし，「聞くこと」

や「話すこと」を重視した目標設定となっているにもかかわらず，音声や動作を伴う

表現活動においては，これまで十分な評価方法がなされていたとはいえない．この反

省に基づき，学習者が自らの表現活動の学習過程を振り返り，新たな目標や課題を持

って学習を進めていけるような評価方法を工夫して取り入れていくことが重要な課

題であると考之た．この課題解決のためにデジタルポートフォリオ評価活動を取り入

れることにした．

　小学校の国語科において，デジタル映像を取り入れた朗読の学習で，コンピュー

タ・ネットワークを活用したデジタルポートフォリオ評価活動が効果的であることが

実践により明らかにされた（吉田2001）．中学校の英語科においても，音読学習にこ

の手法を取り入れ，自己評価と相互評価を通して振り返りの活動を行う，デジタルポ

ートフォリオ評価活動を実践しその効果を確認した．本稿はその実践と効果について

論じるものである，

2．方法

2．1デジタルポートフォリオ評価

　メイヤーらの定義によると，ポートフォリオは，「生徒の作品を目的を持って収集し

たものであり，ひとつあるいは複数の領域における努力や進歩，達成をいろいろな人

に見てもらうものであり，この収集物には，生徒が参加して選んだ作品，選択の基準，

よさを判断する基準，振り返り活動を行ったことの証拠などが含まれなければならな

い」と余田（2001）は述べている．本実践では，生徒の作品として音読や暗唱のビデオ

映像を提示し，読むこと，話すことに関する8項目の評価基準を設け，同学年の生徒

と英語教師がそれぞれの作品を見て評価した．これらの活動は，ネットワークで結ば

れたコンピュータ上でやり取りされ，デジタルの環境で行われるので，デジタルポー

トフォリオといわれる。

2．2スタディノート

（1）利用の背景

　英語学習において，コミュニケーション活動や音読，暗唱活動による音声や映像な

どの消えていく対象を，記録し再生して評価に活用することは正確な評価活動に極め

て効果的であるが，従来の日常の評価の中では十分に実施されていたわけではない．

一般的な従来のビデオカメラやテープレコーダーなどでは，部分的な再生がしにくく，

限られた授業時間内での使用は不便だからである．しかし，最近の技術革新により，
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映像や音声を比較的容易にコンピュータ画面に貼り付けたりすることができるデジタ

ルの環境が整い，授業にも生徒や教師が日常的に活用することが可能となった．

（2）スタディノートが提供できる学習環境

　本実践では，校内ネットワークに接続された複数のコンピュータ上で稼動するスタ

ディノートというソフトウェアを使用した．デジタルポートフォリオ評価を行うため

には，生徒の作品，つまり音読の様子のデジタル映像とともに自己評価したページを

ネットワーク上で公開し，さらに生徒同士の相互評価のやり取りを行うことが必要で

ある．その一連の活動を可能とするシステムがスタディノートだからである．スタデ

ィノートは，操作が容易に覚えられるため，操作説明に多くの時間をかけることなく，

効率よく学習を進めることができるソフトウェアである，

　スタディノートには主に4つの機能が備わっている．「ノート」「電子メール戸掲示

板」「データベース」と呼ばれる4つの機能を効果的に活用することによってさまざま

な学習活動が可能となる．本実践では，生徒の音読のデジタル映像と自己評価のペー

ジを「ノート」で作成し，「親情報」として「データベース」に登録した．fデータベ

ース」に登録した作品は，ネットワーク上のどのコンピュータからも見ることができ，

それぞれの作品に対して感想や意見を「子情報」で送ることができる．つまり教師と

生徒との情報交換だけでなく，ネットワーク上のすべての生徒同士の情報のやり取り

が可能となるのである．スタディノートの「ノート」と「データベース」の2つの機

能を活用することにより，自己評価と相互評価を繰り返し行い，振り返りを行うデジ

タルポートフォリオ評価の活動が可能となる．

2．3実践の計画

（1）生徒の実態

　本校の第1学年の生徒は，4月から1年間を通して教科書本文の暗唱活動を行って

きた．本文の学習が終了次第，生徒は暗唱チェックカードを持って，教師に暗唱を聞

いてもらい，サインをもら1うという学習活動である．何度も繰り返し読んだり覚えた

りする学習を通して，自然に英語が使えるようになることを目的とした．しかし，こ

の教師と生徒の一対一の暗唱チェック活動では，生徒が自分の英語の発表を聞いて，

自己の学習の状況を客観的に判断するという自己評価や振り返りの学習ができなかっ

たし，自分の暗唱について教師以外の他者からの評価や助言を受けることができなか

った．また，覚えることを得意とする生徒は，速いペースで暗唱を進め，教師とのコ

ミュニケーションも頻繁になり，助言も多く受けることができるが，なかなか英文を

覚えられない生徒にとっては，その機会が少なかったという点で，全ての生徒の英語

の表現力を高める活動にまでは至らなかった．

　そこで，生徒一人一人が自分自身の振り返りを行い，「話すこと」や「読むこと」の

表現力を高めるための音読の学習活動が必要であると考え，読み物教材を題材にポー

トフォリオ評価を取り入れた音読学習活動を実践することにした，
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（2）単元の目標の設定

　本実践の単元全体は「月世界より」という読み物教材を題材に，以下の3点を目標

として設定した．①一文一文の意味にこだわらず通読し，全体の概要を把握しようと

する．②指示語がさす内容を把握し，概要を理解した上で本文を暗唱することができ

る．③月から見た地球は国境がわからないことから，’ n球人として世界各国の人々と

「共生」していることに気づく，の3つである，教材の内容理解の学習後にfかけが

えのない地球の大切さに思いをよせて，気持ちをこめて音読することができる」とい

う音読活動のための学習目標を設定し，ポートフォリオ評価活動を3時間で実践した．

（3）学習の展開と活動の流れ

　音読活動の学習の展開と活動の流れは図1の通りである．大枠はコンピュータ室で

の学習である．小枠の右に生徒の学習活動の流れを具体的に示した．学習活動にかか

る時間には個人差があり，学習の進度にはある程度の差が生じるので，記載した時間

は平均的な所要時間である．学習の最後の段階にのみ「まとめとしての振り返り」を

明記してあるが，各段階においては個人内で振り返りの学習がなされなければならな

い．

〈学習の展開〉

教科書本文の学習

↓

・新出語句

・本文の内容と音読練習

・本文の内容理解

〈活動の流れ〉 時間
（分＞

　50

ポートフォリオ学習のオリ

　　エンテーション

↓

音読練習

↓

自己評価活動

↓

相互評価活動

・目標を知る．

・ポートフォリオ評価の学習方法を知る．（図2）

・評価基準を知る（図3）

・スタディノート上の教材でモデルReadingを視聴する．

・アクセント・イントネーション・間などの音読のポイントをつかむ．

・音読練習をする，

・デジタルカメラで音読のビデオを撮る．（ペァで）

・スタディノートに音読のビデオを取り込む，

・評価基準に従って自己評価する．

・自己評価と映像をデータベースに親情報として登録する．

・友人の自己評価とビデオを見て意見・助言を子情報として送信する．

20

30

30

20

↓

音読の改善

・送られてきた助言や意見の情報をもとに改善のための目標を立てる．

・スタディノート上の教材を参考に音読練習をする，

・デジタルカメラで音読のビデオを撮る．（ペア）

30

↓

学習のまとめとしての

　　振り返り

・最初に撮ったビデオと評価活動後に撮ったビデオを比較し改善され

た点と改善されていない点について振り返りの学習をする，

・振り返りのノートを子情報としてデータベースに登録する．

20

図1　学習の展開と活動の流れ
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（4）評価基準

　生徒が自己評価活動や相互評価活動を正確に行うことができるようにするためには

実践前に評価基準を明らかにしなければならない．本音読活動では以下の8つの項目

を評価基準として授業者が設定した．

　　①よく聞こえるように大きな声で発音している．

　　②英語らしい発音に気をつけて音読している．

　　③語句や文のアクセント（強弱）に気をつけて音読している，

　　④イントネーション（音調）に気をつけて音読している．

　　⑤速さに気をつけながら音読している．

　　⑥問の取り方に気をつけながら音読している．

　　⑦英語らしいリズムに気をつけながら音読している．

　　⑧表情豊：かに気持ちをこめて音読している．

　学習者がこれらの8つの評価基準を常に意識しながら音読をすることにより，読む

ことの表現力を高めていくことができると考えた．これらを5段階で自己評価するこ

とにした．

（5）スタディノート上での教材の作成

　コンピュータやデジタルカメラを使ったポートフォリオ評価の音読学習が，生徒の

必要に応じて効率よく行うことができるように，教師の事前の準備としてスタディノ

ート上に2つの教材を作成した．「音読の学習の方法」と「自己評価の書き方」という

教材である。

　「音読の学習の方法」の使用目的は，最初のオリエンテーションの時間に生徒が一

連の学習の流れを理解できるようにすることと，音読練習時にモデル・リーディング

が聞きたいどきや，評価基準を確かめたいときなど，いつでも再生して聞いたり，内

容を確かめたりすることができるようにすることである．

璽豊1翻 憂團壷圓

　　「ポートフォリオ評価」の学習方法

1本ヌ：を暗唱できるくらいに何度もくり返し練習する。
2デジタルカメラで映像を撮る。　（ペァで）
3スタディノートの自分のページに取り込む。
4譜1緬基．難．にしたがって自己評薙をずる。
5．デ｝タベースに登録する。　（親情報）
6友人の音読の映像と自己評簸を見てアドバイスを書く
　（子情報）

7友入と先生のアドバイスをもとに改善のための穏標
　を立てる。
B　本文をさらに何度もくり返し読む。
9再度デジタルカメラで映像を撮る。
紛データベースに登録して自己騨極ずる。

餓縷翻馨酋

　　　　　纏準　　　i
1。、。。。るよ，。。，、。。。。．。。、．i

§舗鍍：勝灘箋穀顯麓疑ぢ誇そ意読i
，悸トし雛。。。噸）に疑つけて艦して｝
　いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ぎ齢縫綻鼠面面騰藷3そ。。．　｝
7譜籍繍・ぎ三三三才紺讐とてい㌔

図2　教材「学習の方法」のページ 図3　教材「評価基準」のページ
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　図4　教材　ALTのビデオ再生ができる　　図5　教材　本文の学習ができる

　その構成と内容は，①目標，②ポートフォリオ評価の学習の方法，③評価基準，④

本文の活字とアクセントやイントネーションなどの表示を見ながらCDのモデル・り

一ディングの音声が聞けるページ，⑤ALTが本文を暗唱している映像や新出語句な

どをクリック再生で聴くごとのできるページである，もうひとつの教材「自己評価の

書き方」は，具体的な自己評価の書き方の例を示したものである．8つの評価基準に

照らし合わせ，音読や暗唱のビデオを見ながら，5段階で自己評価しそれについての

コメントを記したものである．

（6）生徒の準備

　生徒にとってはスタディノートの操作経験は特に必要としないが，ウインドウズの

基本操作，デジタルカメラの操作には事前に慣れていた方が学習を効率よく進めるこ

とができる．

3，実践事例

3．1「ポートフォリオの学習の方法」のオリエンテーション

　コンピュータルームでの第1時間目の授業では，初めて取り組むポートフォリオ評

価の音読学習の方法について理解することが第一の目標である，まず，音読学習の目

標が「かけがえのない地球の大切さに思いをよせて，気持ちをこめて音読することが

できる」ということを確認し，次に，スタディノートのデータベース上に事前に作成

してあった教材「音読学習の方法」に従って説明をした。生徒たちは，コンピュータ

の画面を見ながら，新しいことに取り組もうとする意欲を持って真剣に集中して聞い

ていた．

3，2音読練習

　スタディノート上の教材にあるモデル・リーディングのビデオ再生ボタンをクリッ

クすると，コンピュータルーム中に一斉に英語が流れ始めた．生徒は聞きたいページ

や聞きたい箇所，語句を繰り返し何度もクリ．ックして，楽しみながら正しい発音やア

クセント，イントネーションを闘いて確認していた．モデル・リーディングは，教科

書のCDの音声をビデオ録画したもので，普段使用しているCDラジカセの映像とネ

156



イティブ・スピーカーの朗読である、ALTの先生が実勢に暗唱，発音しているペー

ジは生徒にとって大変に新鮮で興味深いものだったようだ．生徒が自分の聞きたい箇

所を必要に応じて何度も再生することができるという環境を提供したことは，主体的

な学びの意欲につながったと思われる．

3。3自Eユ言誤ず巨五才舌重力

　音読練習終了後，生徒はデジタルカメラで音読または暗唱をペアで互いにビデオ録

画し合った．デジタルカメラのユ枚のフロッピーに1分のビデオ録画ができるように

設定し，2ページの本文の音読が1枚のフロッピーに収まるようにした．自分なりに

満足のいく音読になるまで，数回の取り直しをしている生徒もいた（図6）．録画をし

たデータは，スタディノートにビデオボタンで取り込んだ．そして取り込んだビデオ

を視聴しながら各自で自己評価を行った，評価ぱ，8つの評価基準に従い5段階で行

った（図8，9）．

図6　デジカメで音読を録画する生徒 図7　相互評価活動をしている生徒
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図8　生徒Aの自鷺評価のページ1　　　　図9　生徒Aの自己評価のページ2

3．4相互評価活動

　自己評価の記述が終了した生徒は，自分の作成したページを，1データベース」に親

情報として登録する，これによって，どの生徒からも先生からも互いのページを見る

ことができるようになる．自分のベージを登録した生徒は，随時新しく登録されてく
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る友人のページを閲覧して，それぞれのビデオを視聴しながら意見，感想，助言を書

き込んでいく（図7）．このときに留意させたことは，相手の良い点，優れた点に注目

することだけでなく，できるだけ相手に参考になるような助言や意見を書き込むとい

うことである．そうすることにより，生徒が自らの学習過程を振り返り，新たな目標

や課題を持って学習を進めていくための手助けになると考えたからである。これらの

意見や感想，助言は，相手の親情報に対して子情報としてデータベースに送信する．

3．5音読の改善

　送られてきた友人や教師からの助言や感想，意見をもとに，改善のため目標を立て，

再度音読の改善に取り組む．この際，生徒はスタディノート上の教材を用いて，発音

やアクセント，イントネーションなどを確認し，自分の英語をより良いものにしてい

く．そして最終的に音読または暗唱したものをビデオ録画する．

3．6学習のまとめとしての振り返り

　最初に撮ったビデオと評価活動後に撮ったビデオを並べて比較し，改善された点と

改善されなかった点について振り返って，図11，12のようにスタディノートに書きこ

み，子情報として再度データベースに登録した．登録したものは，教師や生徒が相互

に情報を交換し合い，互いの学びを共有した．

璽島隠台 盤翻壷圃

1二目の暗唱

撮り返琴

醗講　　購1蜘

一・　　餅　　　i
～町濃螺臨野2回脇か発奮がよくて屋揮｝

惑1鱒難神言灘騰鞭鍔華i

動劇圃翻　　　　　　　　　　　　　　銚襲圃劉

☆慮り返り☆

轡割目蝿唱　　翻仲蹴　購』’3…〕

難　　　．雛P鈴

と患う。ほん（｛）二・トしだけ強葺1

の郡下まよ穴なったと思う，．
§か’ぐきたかない｝・にlwし田讃…憶Ii

　　　図10　生徒Bの振り返り　　　　　　　　図臼　生徒Cの振り返り

4．結果

　一連の音読学習を通して，データベースに登録された生徒ひとりひとりのポートフ

ォリオを分析すると，その学びの内容を以下のようにまとめることができる．紙面の

都合上，①から④についてのみ具体例を図で示す．

　①友人と教師の助言をしっかりと受けとめ，発音と気持ちをこめて暗唱すること

　　　に改善がみられた（図12，図13），

②
③

④

3回目の暗唱のビデオ撮影をしてやっと自己の暗唱に納得した（図13）．

リズムやテンポ，発音に気をつけて練習し，目標が達成できたという充実感を

味わうことができた（図14）．

映像により無表情で気持ちがこめられていなかったことに気づき，自らの努力
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⑤

⑥

⑦
⑧
⑨

で改善できるということを実感した（図15），

「かけがえのない地球の大切さに思いをよせて，気持ちをこめて音読する」と

いう目標に迫る自己評価と課題設定をすることができた．

自分の達成できた点と今後の改善点とを含め，きちんと振り返りの活動ができ，

次への活動につなげることができた．

活動を寵して音読のレベルから暗唱のレベルまで高められた．

相手の優れた学習状況に刺激されて自分も頑張れたと自覚した．

自分が意識したことと実際の録画との違いやずれに気づき，もっと努力する必

要があることを認識した．
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図12生徒Dへの感想と助言

離間幽∵囎・へ騨響璽欝

図13生徒Dの振り返り

　目標　　　リズムよくしょう

　繭の暗唱のときはリズムとかがあまりできていなかったから
欠はテンポやリズムなどに気をつけてはっきりと暗唱していき
ナいと思います。あと時々発音に気をつけるのを忘れたので
忘れないようにしたいです。

　　轡89ページ　糊88ベージ
　　　　　　　　、・善
☆　今回やったのはとてもよくできていたと思います、、
　　目標が達成できたのでよかったです。

蝿劉 ’隅∵一
　｝
前の暗唱では、声があまり聞こえなかったし、ぜんぜん
気持ちがこもってなかったから、誰でも聞こえやすい声
で、気持ちが伝わるようにがんばります。

　　勲，　　野

前よりとてもよくなった．と自分でもおもった。やっぱり、
英語1ま自分次第でどこまでもうまくなれるんじゃないかな：
と思った。この掌習を通して、これからもよ手な英語を
目指してがんばろうと思います。

1！ヘー、，1－

　図14　生徒Fの目標と振り返り　　　　図15　生徒Gの目標と振り返り

　以上，9つの例をあげたが，どの生徒も自分の音読・暗唱しているデジタル映像を

何度も再生し，じっくりとみることによって，自己評価と相互評価，振り返りがしつ

かりとなされていたといえる．

　これは音読学習を行ったあとの，ある生徒の率直な感想である．

　自分や家ではわからない発音が，コンピュータを使って自分がうまく発音できない

ところ，自分が得意とする発音が手にとって分かり，すごく良かったと思います．分
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かることによって，重点的に練習したりできるし，注意する点をどうしたらうまくで

きるかを友達や先生に聞けて良かったです．あと，皆が聞くということで皆が練習し

て英語の発音をもとに切磋琢磨して勉強ができたのでは？（切磋琢磨＝友達と競い合

い二人とも上手くなる事）

　この内容から，授業者がこの学びでめざすものを生徒が学びながら感じ取り，体得

していたということがわかる．授業者としては嬉しい限りである．

5．考察

　スタディノートというネットワーク・システムを活用して行った，英語の音読活動

におけるデジタルポートフォリオ評価活動は，次の点において効果が認められたとい

えよう．

　①読むこと，話すことに関して8つの評価基準を設け，何に意識して練習したり評

　　価したりしたらよいのかを明らかにしたことで，学習の質を高めることができる．

　②ネットワークを活用し，スタディノートのデータベース上で自己評価や相互評価

　　の情報交換をすることにより，多数の友人や教師に努力の様子や優れた点をみて

　　もらうことができる，また，異なる学級の友人など，普段みられない相手の学習

　　の過程や成果を見ることができると同時に，優れた点に刺激されて相互啓発する

　　ことができる，

　③映像を公開するということで，いい加減に済まされないという意識が高まり，よ

　　り高い目標を設定して課題解決のための努力をすることができる，また，相互に

　　助言を真摯に受けとめ，暗唱を改善することができる，

　④映像により自分の意識と実際とのずれがあることに気づき，改善のための努力を

　　することができる。

　⑤映像の比較により自分の達成できたところと今後の改善点とを含めてきちんと

　　振り返りの活動ができるので，目標が達成できたという充実感を味わうことがで

　　き，次への活動につなげることができる．

6．結論

　英語の音読学習において，自己評価活動と相互評価活動にじっくりと取り組んだポ

ートフォリオ評価活動は，「聞くこと」「話すこと」「読むこと」の3領域に渡ってその

表現力と学びの質を高める，極めて有効な学習活動であることが明らかになった．

　今回は1つの単元での取り組みであったが，次年度からはポートフォリオ評価を年

間の活動に位置付け，定期的に取り入れていきたいと思う．
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